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行ってきている。その一環として、二〇一五年秋以降、アメリカは南シナ海において「航行の自由」作戦を実施してき いる。　
だが、アメリカ政府による中国





ランダ・ハーグの仲裁裁判所にる判決が下されて、中国が独自の権利を主張する南シナ海の領有権などについて法的根拠がないと断定した。これに関して、七月下旬には、ＡＳＥＡＮ 導の一連の外相級会議において共同声明などが発表されたが、中国に対する配慮によって、同裁判の判決内容には触れられず、名指しの批判も避けられた。他方、中国 南シナ海をめぐる「行動規範」の来年上半期の策定目標を提案して一定の譲歩の姿勢を示し が、 「全会一致」を原則とするＡＳＥＡＮの限界が露呈するかたちとなっ　
このような状況下で、南シナ海
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